第４期今治市地域福祉計画・地域福祉活動計画基本理念資料２


	一人ひとりが担い手となり　支え合い
共に輝くまちづくり


本市の地域福祉計画では、第１期から第３期にわたり、「つながりと支え合いのある　安心して暮らすことのできるまち」を基本理念として掲げてきました。そこには、住民同士のつながりを強め、新たな支え合いの輪を広げることで、誰もが安心して暮らせるまちを、住民・地域・行政が共に築いていこうという願いが込められています。

また、市社協の地域福祉活動計画では、第１期・第２期に「ともに生き、支え合うふれあいのまちづくり」を基本理念とし、第３期には「一人ひとりが輝き、人と地域をやさしく包むまち　いまばり」を掲げました。これは、一人ひとりが尊重され、人や地域のやさしさに包まれて「この今治に住んでよかった」と心から思えるまちを目指す思いを表しています。

こうした理念を受け、本計画では行政と社協、そして住民が一層連携しながら進めていくため、従来の理念を継承しつつ発展させた「一人ひとりが担い手となり　支え合い　共に輝くまちづくり」を新たな基本理念として提案します。この理念は、地域に暮らす一人ひとりが役割を持ち、支え合いながら、その人らしく輝ける地域の姿を目指すものです。

本市は移住先として人気の高いまちであり、外国人人口が4,000人を超える（令和７年３月末日現在）多文化共生のまちでもあります。古くからのつながりを受け継ぐことはもちろん、生まれ持った背景や文化の違いを超えて互いを尊重し合い、支え合い、新しいつながりを生み出すことによっても、誰もが輝ける新たな可能性を広げたいと願っています。

この理念を基に、地域の一人ひとりが力を合わせ、誰もが安心して暮らせる今治市のまちづくりに取り組みます。
